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徳
川
家
康
に
よ
る
古
典
籍
の
蒐
集

│
│

富
士
見
亭
文
庫

成
立
以
前
│
│

丸　

 

山　

 

裕　

美　

子

　

日
本
古
代
史
を
研
究
し
て
い
る
と
、
古
代
の
基
本
史
料
の
多
く
が
、
徳
川
家
康
に
よ
る
古
典
籍
蒐
集
に
な
ん
ら
か
の
形
で
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
く
。
そ
の
代
表
格
は
、
現
在
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
金
沢
文
庫
本

続
日
本
紀

と
、
同
じ
く
金
沢
文
庫
本

侍
中
群
要

で
あ
ろ
う
。
両
者
は
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る

駿
河
御
譲
本

で
あ
り
、
家
康
の
死
後
、
そ
の
九
男
で
あ
っ
た
尾
張
藩
初
代
藩

主
徳
川
義
直
に
譲
ら
れ
た
、
家
康
の
蔵
書
で
あ
っ（
１
）た。

　

筆
者
ら
が
最
近
、
翻
刻
・
紹
介
し
た

本
草
和
名

も
家
康
の
蔵
書
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
典
籍
の
一
つ
で
あ
る
。
本
草
和
名

は
、
延
喜
末
年
頃
（
九
二
〇

－

九
二
三
年
頃
）
に
、
醍
醐
天
皇
の
勅
を
受
け
て
、
深
根
輔
仁
が
編
纂
し
た
漢
和
薬
名
辞
書
で
あ
る
。
和
名

類
聚
抄

に
先
行
し
て
、
和
名
を
記
す
辞
書
で
あ
る
が
、
十
三
世
紀
以
来
、
長
く
存
在
が
忘
れ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
江
戸
時
代
後
期
に
幕

府
の
紅
葉
山
文
庫
で
発
見
し
、
刊
行
し
た
の
は
、
幕
府
の
医
官
多
紀
元
簡
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
は
、
そ
れ
以
前
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇

〇
）
十
二
月
四
日
に
吉
田
意
安
（
宗
達
）
が

江
戸
御
文
庫
医
書

を
抜
書
し
た
抄
出
本
が
、
台
北
・
国
立
故
宮
博
物
院
に
所
蔵
さ
れ
て

い
）

（
る
。

　

ま
た
、
出
雲
国
風
土
記

の
書
写
年
代
を
明
記
す
る
最
古
の
写
本
は
、
慶
長
二
年
に
細
川
幽
斎
が

江
戸
内
府
御
本

を
書
写
校
合
し



愛知県立大学日本文化学部論集　第 号　

た
細
川
家
本
で
あ
）

（
る
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
本
草
和
名

抄
出
本
に
記
さ
れ
る

江
戸
御
文
庫
医
書
、
出
雲
国
風
土
記

細
川
家
本
奥
書
の

江
戸

内
府
御
本

が
、
と
も
に
慶
長
七
年
に
江
戸
城
本
丸
に
設
け
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る

富
士
見
亭
文
庫

成
立
以
前
の
家
康
の
蔵
書
で
あ
る
と
い

う
点
で
あ
る
。

　

徳
川
家
康
に
よ
る
古
典
籍
の
蒐
集
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
後
期
、
十
九
世
紀
初
に
幕
府
書
物
奉
行
近
藤
守
重
（
一
七
七
一

－

一
八
二

九
、
通
称
重
蔵
、
号
は
正
斎
、
本
稿
で
は

近
藤
正
斎

と
表
記
す
る
）
が
記
し
た

右
文
故
事

好
書
故
事

を
嚆
矢
と
す
）

（
る
。
と
り

わ
け
文
化
十
四
年
（
一
八
一
四
）
に
正
斎
が
幕
府
に
献
上
し
た

右
文
故
事

は
、
紅
葉
山
文
庫
（
富
士
見
亭
文
庫
の
後
身
）
の
沿
革
と
そ

の
蔵
書
に
つ
い
て
の
詳
細
な
考
証
で
、
家
康
の
蔵
書
に
つ
い
て
も
そ
の
来
歴
を
、
林
羅
山
（
道
春
）
に
よ
る

御
本
日
記

や
、
金
地
院

（
以
心
）
崇
伝
の
日
記

本
光
国
師
日
記
、
あ
る
い
は

駿
府
記

駿
府
政
事
録

慶
長
年
録

な
ど
を
駆
使
し
て
検
証
し
て
い
）

（
る
。

　

近
代
以
降
、
家
康
の
蔵
書
を
含
む
幕
府
の
文
庫
＝
紅
葉
山
文
庫
に
つ
い
て
、
森
潤
三
郎
）

（
氏
や
福
井
保
）

（
氏
、
川
瀬
一
馬
）

（
氏
に
よ
る
優
れ
た
研

究
が
出
た
が
、
そ
れ
も
近
藤
正
斎
の
記
述
に
多
く
を
よ
っ
て
い
る
。
ま
た
最
近
、
藤
實
久
美
子
・
長
沢
孝
三
・
臼
井
和
樹
・
松
田
泰
代
氏
ら

が
、
紅
葉
山
文
庫
の
蔵
書
に
つ
い
て
新
た
に
検
討
を
加
え
て
い
）

（
る
。
し
か
し
そ
こ
で
の
記
述
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
家
康
の
死
後
、
寛

永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
に
江
戸
城
内
の
紅
葉
山
に
文
庫
が
移
さ
れ
て
以
降
、
と
く
に
書
物
奉
行
（
寛
永
十
年
に
設
置
）
の
記
録

御
書
物

方
日
記

が
残
さ
れ
る
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
以
後
の
検
討
が
中
心
で
あ
る
。

　

夙
に
川
瀬
一
馬
氏
が
、
家
康
に
よ
る
古
典
籍
蒐
集
は
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
豊
臣
秀
次
の
死
後
に
始
ま
り
、
本
格
化
す
る
の
は
、

関
ヶ
原
の
戦
の
後
、
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
以
降
で
あ
る
と
指
摘
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
富
士
見
亭
文
庫

成
立
以
前
＝
慶
長
六
年
以

前
の
古
典
籍
の
蒐
集
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
家
康
の
蒐
書
に
つ
い
て
の
記
録
と
し
て
知

ら
れ
、
近
藤
正
斎
が
多
く
を
よ
っ
た

御
本
日
記

本
光
国
師
日
記

駿
府
記

な
ど
幕
府
方
の
史
料
が
い
ず
れ
も
慶
長
年
間
後
半
の
記

録
を
中
心
と
す
る
と
い
う
史
料
的
な
制
約
が
あ
っ
た
こ
と
も
大
き
い
。
そ
も
そ
も
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
編
纂
さ
れ
た
紅
葉
山
文
庫
の

編
年
史

御
文
庫
始
末
記

は
、
御
文
庫
ノ
設
ハ
、
東
照
宮
、
駿
府
ニ
御
在
城
ノ
時
（
慶
長
十
二
年
以
降
）
ニ
始
ル

と
い
）

（
う
。
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し
か
し
な
が
ら
、
徳
川
家
康
に
よ
る
古
典
籍
の
蒐
集
は
、
慶
長
六
年
以
降
に
始
ま
っ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
本
草
和
名

抄
出
本
や

細
川
家
本

出
雲
国
風
土
記

の
例
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
家
康
の
蒐
書
の
実
態
に
つ
い
て
、
慶
長
六
年
以
前
に
焦
点
を
あ

て
、
と
く
に
古
代
史
料
の
蒐
集
の
過
程
を
、
同
時
代
の
京
都
の
公
家
の
日
記
類
、
具
体
的
に
は
吉
田
兼
見
の

兼
見
卿
記
、
そ
の
弟
神
龍

院
梵
舜
の

舜
旧
記
、
山
科
言
経
の

言
経
卿
記
、
そ
の
息
子
言
緒
の

言
緒
卿
記

な
ど
か
ら
、
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
）

（
い
。

　

慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
以
前
の
家
康
の
古
典
籍
蒐
集
に
つ
い
て
論
じ
る
前
に
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
、
家
康
の

古
典
籍
蒐
集
と
紅
葉
山
文
庫
に
つ
い
て
の
概
要
を
ま
と
め
て
お
く
。

　
　

応
仁
よ
り
こ
の
か
た
百
余
年
騒
乱
打
つ
づ
き
、
天
下
の
書
籍
こ
と
ご
と
く
散
佚
せ
し
を
御
嘆
き
あ
り
て
、
遍
く
古
書
を
購
求
せ
し
め
ら

る
。
こ
の
時
、
諸
家
よ
り
献
り
し
も
の
亦
少
な
か
ら
ず
。
菊
亭
右
府
晴
季
公
よ
り
は
、
金
沢
文
庫
に
蔵
せ
し
律
令
を
献
ぜ
ら
る
。
こ
は

武
州
金
沢
に
在
し
を
、
関
白
秀
次
召
取
て
蔵
せ
ら
れ
、
後
に
菊
亭
に
贈
ら
れ
し
を
今
献
ぜ
し
な
り
。
日
野
前
大
納
言
輝
資
入
道
唯
心

は
、
お
な
じ
古
写
本
の
侍
中
群
要
抄
及
び
故
実
鈔
、
飛
鳥
井
中
納
言
雅
庸
卿
は
そ
の
家
の
系
図
、
又
歌
道
宗
匠
の
日
記
、
新
歌
仙
。
冷

泉
中
納
言
為
満
卿
は
大
比
叡
歌
合
を
献
ず
。
伊
豆
の
般
若
院
快
運
は
続
日
本
紀
を
献
ぜ
し
に
、
闕
巻
有
し
か
ば
、
五
山
の
僧
徒
し
て
補

写
せ
し
め
ら
る
。
金
地
院
崇
伝
長
老
は
甲
州
身
延
山
に
有
し
本
朝
文
粋
二
部
を
取
出
し
て
献
り
し
に
、
第
一
の
巻
闕
た
り
し
を
、
道
春

（
林
羅
山
）
京
師
に
て
探
得
て
補
写
し
、
全
備
し
か
ば
御
感
心
有
り
。
又
相
国
寺
艮
西
堂
は
左
氏
伝
二
十
冊
、
斉
民
要
術
十
巻
を
奉

り
。
圓
光
寺
閑
室
が
遺
物
と
し
て
、
そ
の
寺
よ
り
黄
氏
日
鈔
三
十
冊
を
献
じ
、
神
龍
院
梵
舜
は
武
家
御
伝
、
皇
代
記
、
源
氏
系
図
等
を

捜
索
し
て
献
る
。
…
…
【
駿
府
記
、
慶
長
見
聞
録
案
紙
】 

（
徳
川
実
紀

巻
二
二
東
照
宮
御
実
紀
附
録
）

　

や
や
長
く
引
用
し
た
が
、
徳
川
家
康
の
古
典
籍
蒐
集
に
あ
た
っ
て
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

徳
川
実
紀

の
記
述
で
あ
）

（
る
。
家
康
が
、
応

仁
の
乱
以
来
百
年
に
及
ぶ
戦
乱
の
時
代
に
天
下
の
書
籍
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
嘆
き
、
古
典
籍
を
広
く
求
め
、
あ
る
い
は
購
入
し
、
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あ
る
い
は
諸
家
よ
り
献
上
さ
れ
、
そ
の
膨
大
な
蔵
書
を
形
成
し
て
い
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
記
事
に
見
え
る
古
代
の
基
本
史
料
と
し
て
は
、
金
沢
文
庫
本
の

律
令

は
菊
亭
晴
季
か
ら
、
同
じ
く
金
沢
文
庫
本
の

侍
中
群

要

は
日
野
輝
資
か
ら
献
上
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
古
典
籍
は
、
か
つ
て
関
白
藤
原
秀
次
が
金
沢
文
庫
か
ら

召
取

た
も
の

で
、
秀
次
か
ら
菊
亭
・
日
野
両
人
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
快
運
か
ら

続
日
本
紀

が
献
上
さ
れ
た
が
、

闕
巻
が
あ
っ
た
の
で
、
五
山
僧
ら
に
補
写
さ
せ
た
こ
と
、
金
地
院
崇
伝
か
ら

本
朝
文
粋

が
献
上
さ
れ
、
そ
の
闕
巻
は
林
羅
山
が
補
っ
た

こ
と
、
梵
舜
か
ら
は

源
氏
系
図

な
ど
が
献
じ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

駿
府
記

慶
長
見
聞
録
案
紙

に
よ
る
記
述
で
あ
る
が
、
駿
府
記

以
外
の
記
録
か
ら
も
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
徴
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
一
例
と
し
て
、
言
経
卿
記

文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
四
月
十
三
日
条
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
豊
臣
秀
次
が
天
皇
に
古
典
籍
を
献

上
し
た
こ
と
、
そ
の
使
者
と
し
て
菊
亭
晴
季
と
日
野
輝
資
が
遣
わ
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
菊
亭
晴
季
と
日
野
輝
資
に
も
古
典
籍
が
贈
ら
れ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
）

（
る
。

　
　

一
、
殿
下
（
豊
臣
秀
次
）
ヨ
リ
、
禁
中
へ
御
草
子
共
被
参
了
。
菊
亭
右
府
・
日
野
亜
相
等
御
使
也
。
目
六

　
　
　

日
本
紀　

続
日
本
紀　

続
日
本
後
紀　

文
徳
実
録　

日
本
後
紀　

三
代
実
録　

帝
紀　

百
練
抄　

女
院
号　

類
聚
三
代
格　

令
三　

十
五
巻

　
　

一
、
同
菊
亭
ニ
被
遣
之
分

　
　
　

清
獬
抄　

中
獬
略
抄　

日
本
続
文
粋　

律
令
〈
二
ト
ヲ
リ
、
不
具
〉　

日
本
紀
〈
不
具
〉　

有
職
色
々

　
　

一
、
同
日
日
野
亜
相
ニ
被
遣
分

　
　
　

日
本
紀
〈
不
具
〉　

侍
中
群
要　

年
中
行
事
注
一
巻

こ
の
う
ち
の
菊
亭
分
の

律
令

と
日
野
分
の

侍
中
群
要

が
、
と
も
に
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
七
月
に
駿
府
の
家
康
に
献
上
さ
れ

た
の
で
あ
る
（
駿
府
記

同
年
七
月
二
十
八
日
条
・
二
十
九
日
条
）。
う
ち

侍
中
群
要

は
、
現
在
蓬
左
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
金

沢
文
庫
旧
蔵
本
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
律
（
巻
一
名
例
上
、
巻
七
賊
盗
の
二
巻
）、
令
（
令
義
解

七
巻
、
令
集
解

十
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巻
）
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
紅
葉
山
文
庫
を
引
き
継
い
だ
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
近
藤
正
斎
以

来
、
金
沢
文
庫
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
忠
実
な
臨
模
本
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
）

（
る
。

　

さ
て
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
紅
葉
山
文
庫
に
つ
い
て
、
そ
の
蔵
書
の
性
格
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
紅
葉
山
文
庫
は
、
紅
葉
山
御
文
庫

楓

山
文
庫

と
も
記
さ
れ
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
単
に

御
文
庫

あ
る
い
は

御
蔵

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
御

文
庫
始
末
記

は
、
こ
の
文
庫
は
、
徳
川
家
康
が
駿
府
に
移
っ
て
以
後
に
設
け
ら
れ
た
と
す
る
が
、
近
藤
正
斎

好
書
故
事

は
、
家
康
が

慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
に
、
江
戸
城
本
丸
に
設
け
た
い
わ
ゆ
る

富
士
見
亭
文
庫

に
始
ま
る
と
い
う
。

　
　

慶
長
七
年
六
月
江
戸
御
城
ノ
南
、
富
士
見
ノ
亭
ニ
御
文
庫
ヲ
建
ラ
レ
、
廿
四
日
金
沢
文
庫
ノ
本
其
他
ノ
図
書
ヲ
収
儲
セ
ラ
ル
。
是
、
江

戸
御
文
庫
ノ
始
ナ
リ
。

と
あ
る
（
右
文
故
事
、
徳
川
実
紀

巻
二
二
東
照
宮
御
実
紀
附
録
も
同
じ
）。
正
斎
は

金
沢
文
庫
の
本
・
そ
の
他
の
図
書

を
収
め
た

と
し
（
好
書
故
事

所
引

慶
長
年
録

で
は

金
沢
文
庫
を
御
移
被
成

と
あ
る
）、
一
般
に
は
家
康
が
金
沢
文
庫
の
蔵
書
を
移
し
て

文
庫
を
立
て
た
と
解
さ
れ
て
い
る
）

（
が
、
夙
に
小
野
則
秋
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
解
釈
の
誤
り
と
い
う
べ
き
で
、
金
沢
文
庫
旧
蔵
本

を
含
む
古
典
籍
を
蔵
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
）

（
る
。

　

こ
の
富
士
見
亭
文
庫
に
は
、
文
禄
・
慶
長
の
役
を
契
機
と
し
て
、
朝
鮮
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
朝
鮮
版
本
や
唐
本
の
漢
籍
な
ど
が
収
蔵
さ
れ

た
と
さ
れ
）

（
る
。
そ
の
後
、
秀
忠
に
将
軍
職
を
譲
っ
た
家
康
は
、
慶
長
十
二
年
に
駿
府
城
に
入
っ
た
が
、
駿
府
の
書
庫
に
は
、
富
士
見
亭
文
庫

に
あ
っ
た
蔵
書
が
運
ば
れ
た
（
駿
河
文
庫
）。
駿
河
文
庫
の
蔵
書
は
、
家
康
の
死
の
前
後
に
、
江
戸
の
将
軍
家
と
、
尾
張
・
紀
伊
・
水
戸
の

御
三
家
に
譲
ら
れ
た
。
将
軍
家
に
送
ら
れ
た
も
の
は
（
富
士
見
亭
文
庫
の
蔵
書
と
と
も
に
）、
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
に
江
戸
城
内
の

紅
葉
山
の
麓
に
新
築
さ
れ
た
書
物
蔵
に
移
さ
れ
、
歴
代
の
将
軍
、
な
か
で
も
徳
川
吉
宗
の
時
に
、
蔵
書
を
大
き
く
増
や
し
た
。
明
治
維
新

後
、
そ
の
多
く
が
内
閣
文
庫
の
所
蔵
と
な
り
、
一
部
は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
火
災
で
焼
失
し
た
も
の
の
、
現
在
は
国
立
公
文
書
館
と

宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

紅
葉
山
文
庫
の
蔵
書
目
録
は
、
前
掲
の
福
井
保
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
慶
長
七
年
以
来
、
十
回
に
わ
た
り
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
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の
は
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
完
成
し
た

重
訂
御
書
籍
目
録

と
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
頃
に
編
纂
が
終
わ
っ
た
最
後
の
目
録

元
治
増
補
御
書
籍
目
録

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
十
万
冊
以
上
の
蔵
書
を
載
せ
る
が
、
う
ち
幕
府
の
編
纂
物
を
除
く
と
、
漢
籍
が
八
五
％
以

上
を
占
め
る
。
家
康
に
よ
る
古
典
籍
蒐
集
に
お
い
て
も
、
漢
籍
が
主
体
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
一
方
で
、
日
本
古
代
・
中
世
の

古
典
籍
、
と
く
に
法
制
書
と
歴
史
書
に
つ
い
て
、
家
康
が
と
く
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
徳
川
実
紀

巻
二
二
東
照
宮
御
実
紀
附

録
に
も
、
和
書
に
て
は
、
延
喜
式
・
東
鑑
（
吾
妻
鏡
）・
建
武
式
目
な
ど
を
い
つ
も
御
覧
ぜ
ら
れ

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
周
知
の
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。
ま
た
後
述
す
る

慶
長
御
写
本
（
本
稿
で
は
以
下

慶
長
写
本

と
表
記
す
る
）
と
称
さ
れ
る
事
業
で
書
写
さ
れ
た
の
は
、
ほ

と
ん
ど
が
日
本
の
古
典
籍
で
あ
っ
た
。

　

朝
鮮
版
本
を
含
む
漢
籍
の
蒐
集
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
ま
ず
お
き
、
本
稿
で
は
家
康
に
よ
る
日
本
の
古
典
籍
の
蒐
集
に
つ
い
て
、
文
庫
の
所

在
と
出
版
・
書
写
事
業
に
よ
っ
て
、
便
宜
、
四
つ
の
時
期
に
分
け
て
考
え
て
み
た
い
。

　

Ⅰ　

天
正
・
文
禄
〜
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）　　

富
士
見
亭
文
庫
成
立
以
前

　

Ⅱ　

慶
長
七
年
〜
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
七
）　　

富
士
見
亭
文
庫

　

Ⅲ　

慶
長
十
二
年
〜
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
四
）　

駿
河
文
庫
①

　

Ⅳ　

慶
長
十
九
年
〜
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）　　

駿
河
文
庫
②

　

Ⅰ
期
は
、
富
士
見
亭
文
庫
成
立
以
前
で
あ
る
。
こ
の
間
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
よ
う
に
川
瀬
一
馬
氏
が
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）

七
月
の
豊
臣
秀
次
の
死
後
に
、
家
康
の
古
典
籍
蒐
集
が
始
ま
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る

伏
見
版

の
版
行
事
業
が
慶
長

四
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
伏
見
版

の
刊
行
は
慶
長
十
一
年
ま
で
つ
づ
い
て
い
る
か
ら
、
そ
の
意
味
で
は
、
Ⅰ
・
Ⅱ
期
は
そ
の
ま
ま
一

連
の
時
期
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
Ⅱ
期
は
、
富
士
見
亭
文
庫
が
成
立
し
、
引
き
続
き

伏
見
版

の
刊
行
が
行
わ
れ
て
い
た
時
期
、
Ⅲ

期
は
、
家
康
が
駿
府
城
に
移
り
、
江
戸
の
文
庫
の
典
籍
を
駿
河
に
移
し
た
（
駿
河
文
庫
）
時
期
、
Ⅳ
期
は
い
わ
ゆ
る

慶
長
写
本

及
び

駿
河
版

の
刊
行
が
行
わ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
家
康
に
よ
る
古
典
籍
の
蒐
集
に
関
し
て
は
、
最
後
の
Ⅳ
期
が
も
っ
と
も
盛
ん
で
あ
り
、
か

つ
関
連
す
る
史
料
も
豊
富
に
残
っ
て
い
て
、
具
体
的
な
実
態
が
よ
く
わ
か
り
、
先
行
研
究
も
多
い
。
は
じ
め
に

で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
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稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
Ⅰ
の
時
期
に
つ
い
て
、
京
都
の
公
家
の
日
記
に
よ
っ
て
検
討
す
る
が
、
そ
の
前

に
、
Ⅰ
〜
Ⅳ
期
に
わ
た
る
家
康
に
よ
る
出
版
（
版
行
）
事
業
と
、
書
写
事
業
に
つ
い
て
の
概
略
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
両
者
は
家
康
の
文

化
事
業
と
し
て
、
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
家
康
が
古
典
籍
に
何
を
求
め
て
い
た
の
か
、
ど

の
よ
う
な
古
典
籍
を
重
視
し
て
い
た
の
か
が
わ
か
る
か
ら
で
あ
る
。

　

徳
川
家
康
に
よ
る
古
典
籍
の
出
版
事
業
は
、
Ⅰ
期
、
関
ケ
原
の
戦
以
前
に
構
想
さ
れ
て
い
た
。
朝
鮮
か
ら
伝
わ
っ
た
活
字
印
刷
術
の
普
及

に
よ
り
、
よ
う
や
く
日
本
で
も
活
字
出
版
事
業
が
本
格
的
に
展
開
し
始
め
る
。
家
康
の
出
版
事
業
に
関
し
て
は
、
川
瀬
一
馬
氏
の
研
究
に
ほ

ぼ
尽
く
さ
れ
て
い
）

（
る
。
伏
見
版

と

駿
河
版

に
つ
い
て
、
川
瀬
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

伏
見
版

は
、
家
康
が
、
足
利
学
校
第
九
代
庠
主
で
あ
っ
た
三
要
元
佶
に
命
じ
、
木
版
活
字
を
与
え
て
京
都
伏
見
で
版
行
さ
せ
た
も
の

で
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
の

孔
子
家
語

六
韜

三
略

を
皮
切
り
に
、
翌
年
に
は

貞
観
政
要

を
版
行
し
た
。
元
佶
は
家
康

が
慶
長
六
年
に
伏
見
に
建
て
た
円
光
寺
の
住
職
と
な
っ
て
事
業
を
遂
行
し
た
の
で
、
伏
見
版
は
円
光
寺
版
と
も
呼
ば
れ
る
。
慶
長
十
一
年
の

武
経
七
書
（
六
韜

三
略

を
含
む
）
ま
で
、
八
部
八
十
冊
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
古
典
籍
と
し
て
は
、
慶
長
十
年
版
行
の

東
鑑
＝
吾
妻
鏡

が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　

駿
河
版

は
、
家
康
が
駿
府
に
隠
居
し
た
後
、
金
地
院
崇
伝
・
林
羅
山
ら
に
命
じ
、
今
度
は
銅
活
字
を
用
い
て
刊
行
さ
せ
た
も
の
で
、

慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
に

大
蔵
一
覧
集

十
一
冊
、
翌
元
和
二
年
に
は

群
書
治
要

四
十
七
冊
を
出
版
し
た
。
家
康
は

群
書
治

要

完
成
を
待
た
ず
に
死
去
し
て
い
る
。

　

以
上
、
出
版
事
業
か
ら
は
、
家
康
が
中
国
の
古
典
（
漢
籍
）、
と
く
に

武
経
七
書

な
ど
の
兵
法
書
＝
武
家
の
養
成
・
教
養
に
関
わ
る

古
典
と
、
貞
観
政
要

群
書
治
要

な
ど
為
政
者
の
た
め
の
古
典
的
政
書
を
重
ん
じ
、
そ
の
普
及
を
図
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
唯
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一
の
日
本
の
古
典
籍

吾
妻
鏡

の
出
版
は
、
武
家
政
権
の
正
統
な
歴
史
書
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
ろ
う
。
武
家
に
よ
る
統
治
の
正
統
性

を
漢
籍
の
知
識
と
歴
史
に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ
れ
た
確
実
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
家
康
に
よ
る
古
典
籍
の
書
写
事
業
は
、
伏
見
版

の
刊
行
よ
り
遅
れ
、
家
康
最
晩
年
に
始
ま
っ
た
。
慶
長
十
九
年
（
一
六
一

四
）
に
本
格
化
し
た
と
さ
れ
、
慶
長
写
本

の
名
で
知
ら
れ
）

（
る
。
こ
の
と
き
に
は
ま
ず
、
院
や
公
家
た
ち
か
ら
広
く
そ
の
所
蔵
す
る
古
記

録
類
の
目
録
を
求
め
、
そ
れ
ら
を
提
出
さ
せ
て
、
書
写
さ
せ
た
。

　

本
光
国
師
日
記

慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
四
月
十
六
日
条
に
よ
る
と
、
家
康
の
意
向
を
受
け
て
、
金
地
院
崇
伝
と
本
多
正
純
が
、

明
経
博
士
舟
橋
秀
賢
宛
に
出
し
た
書
状
案
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

態
以
飛
脚
申
入
候
。
院
御
所
様
へ
日
本
之
記
録
共
、
文
徳
実
録
・
三
代
実
録
・
延
喜
儀
式
な
と
御
座
候
哉
。
…
…
貴
殿
御
存
知
之
通

を
御
書
付
候
而
、
可
有
御
進
上
由
被　

仰
出
候
。
摂
家
・
諸
公
家
・
御
門
跡
方
に
も
、
何
様
之
記
録
御
座
候
哉
。
…
…

こ
れ
を
受
け
て
、
舟
橋
秀
賢
か
ら
は
、
二
十
八
日
に
返
書
が
あ
り
、
記
録
共
有
之
覚

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
　

□
（
院
ヵ
）
御
所
様
に　

延
喜
式　

百
練
抄　

令　

江
次
第

　
　
　
　

此
外
、
関
白
秀
次
公
進
上
ノ
記
録
共
之
内
、
実
録
之
抜
書
御
座
候
つ
る
様
ニ
覚
申
候
。

　
　
　

九
条
殿
に　

新
儀
式　

北
山
抄　

一
類
聚
格

　
　
　

官
務
に　
　

西
宮
抄　
　
　
　
　

一
類
聚
国
史

と
あ
る
。
後
陽
成
上
皇
の
も
と
に
、
延
喜
式

百
練
抄

令

江
家
次
第

が
、
九
条
家
に
は

新
儀
式

北
山
抄

類
聚
三
代

格

が
、
官
務
家
（
壬
生
家
）
に
は

西
宮
記

と

類
聚
国
史

が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
六
月
に
は
、
菊
亭
家
に
金
沢
文
庫
本
の

律
令

が
、
三
条
家
に

三
代
実
録

が
、
広
橋
家
に

文
徳
実
録

が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
本
光
国
師
日
記

同
年
六
月

二
十
四
日
条
）。

　

十
月
に
入
る
と
、
京
都
五
山
の
僧
侶
の
う
ち
、
能
書
の
も
の
を
各
寺
十
人
ず
つ
計
五
十
人
選
ん
で
、
南
禅
寺
金
地
院
で
書
写
事
業
に
あ
た

ら
せ
た
（
本
光
国
師
日
記

同
年
十
月
二
十
四
日
条
、
駿
府
記

同
月
二
十
七
日
条
な
ど
）。
十
一
月
に
は
、
日
本
後
紀

弘
仁
格
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式

貞
観
格
式

類
聚
国
史

類
聚
三
代
格

が
後
陽
成
上
皇
の
も
と
に
あ
る
か
ど
う
か
を
問
い
合
わ
せ
て
こ
れ
を
書
写
し
、
十
二
月

に
は

古
事
記

続
日
本
紀

以
下
書
写
し
た
一
部
を
献
上
し
て
い
る
。
翌
年
三
月
に
、
三
二
部
五
三
七
冊
の
書
写
が
完
了
し
、
こ
れ
ら

の
新
写
本
は
長
櫃
三
棹
（
三
十
箱
）
に
納
め
ら
れ
、
三
月
二
十
八
日
に
京
都
を
発
っ
て
駿
府
に
向
か
い
、
四
月
二
日
、
駿
府
の
家
康
の
も
と

に
届
け
ら
れ
た
（
本
光
国
師
日
記
）。

　

さ
て
、
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
の
古
典
籍
│
│
と
く
に
古
代
史
料
│
│
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
例
外
は

百

録

＝
李
嶠
百
詠

の
み
）。
歴
史
書
と
法
制
書
、
儀
式
書
、
公
家
の
日
記
類
を
中
心
と
す
る
。
御
本
日
記

や

好
書
故
事

の

慶

長
採
訪
書
目

に
よ
る
と
、
新
写
本
と
し
て
、
以
下
の
古
典
籍
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

・
梵
舜
本

先
代
旧
事
紀

五
冊
、
古
事
記

三
冊
、
釈
日
本
紀

二
十
九
冊

　

・
冷
泉
家
本

明
月
記

六
十
三
冊

　

・
三
条
家
本

三
代
実
録

二
十
冊
、
続
日
本
後
紀

十
冊

　

・
広
橋
家
本

文
徳
実
録

五
冊

　

・
壬
生
家
本

西
宮
記

二
十
二
冊
、
内
裏
式

二
冊

　

・
九
条
家
本

山
槐
記

十
五
冊
、
北
山
抄

五
冊
、
新
儀
式

一
冊

　

・
五
条
家
本

菅
家
文
草

七
冊

　

・
後
陽
成
院
本

日
本
紀
略

十
九
冊
、
類
聚
国
史

二
冊
＋
二
十
二
冊
、
類
聚
三
代
格

六
冊
、
姓
氏
録

一
冊
、
朝
野
群
載

十
九
冊
、
革
命
勘
文

七
冊
、
懐
風
藻

一
冊
、
経
国
集

六
冊
。
都
氏
文
集

三
冊
、
雑
言
奉
和

一
冊
、
江
吏
部
集

二

冊
、
江
談
抄

二
冊
、
文
華
秀
麗
集

一
冊
、
百
録
（
李
嶠
百
詠
）
二
冊

　

・
本
国
寺
本

聖
徳
太
子
伝
暦

二
冊

　

・
二
条
家
本

江
家
次
第

二
十
冊
、
日
次
記

二
百
二
十
冊
＋
十
冊

　

・
要
法
寺
本

扶
桑
略
記

六
冊
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こ
れ
ら
は
す
べ
て
古
代
（
一
部
は
中
世
に
か
か
る
が
）
の
史
料
で
あ
る
。
そ
の
他
、
律

二
巻
、
令

十
七
巻
（
う
ち

令
集
解

十

巻
）、
本
朝
続
文
粋

二
十
三
巻
、
本
朝
文
粋

十
三
冊
、
続
日
本
紀

二
十
冊
、
公
卿
補
任

一
箱
、
延
喜
式

四
十
九
冊
の
所
持

あ
る
い
は
書
写
が
知
ら
れ
る
。
ま
た

日
本
後
紀

新
国
史

弘
仁
格
式

貞
観
格
式

延
喜
格

延
喜
儀
式

政
事
要
略

法

曹
類
林

本
朝
月
令

除
目
抄

李
部
王
記

百
練
抄

な
ど
を
院
御
所
（
後
陽
成
院
）
よ
り
借
り
て
い
る
し
、
さ
ら
に

本
草
和

名

出
雲
国
風
土
記

豊
後
国
風
土
記

常
陸
国
風
土
記

源
氏
物
語
、
諸
系
図
な
ど
の
書
写
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
当
時
一
般
に

流
布
し
て
い
た
も
の
は
、
当
然
所
持
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

御
堂
関
白
記

な
ど
近
衛
家
の
蔵
書
を
借
り
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
う
し
て
み
る
と
、
古
代
の
史
料
は
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
徳
川
家
康
の
も
と
に
集
積
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　

慶
長
写
本

は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
部
書
写
さ
れ
、
江
戸
城
の

御
文
庫
、
駿
府
の

御
文
庫

の
他
、
天
皇
家
に
も
献
上
さ
れ
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
は
、
家
康
が
日
本
の
古
代
史
料
、
と
く
に
歴
史
書
と
法
制
書
を
重
視
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
継
承
し
、
保
存
し
、
後
世

に
伝
え
て
い
く
こ
と
へ
の
強
い
意
思
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

家
康
が
古
典
籍
の
書
写
事
業
を
始
め
た
慶
長
十
九
年
四
月
に
先
立
つ
三
月
、
本
光
国
師
日
記

に
よ
る
と
、
家
康
に
は
法
度
制
定
の
計

画
が
あ
っ
た
（
本
光
国
師
日
記

同
月
二
十
六
日
条
）。

　

駿
府
記

慶
長
十
九
年
四
月
五
日
条
に
も
、

　
　

群
書
治
要
、
貞
観
政
要
、
続
日
本
紀
、
延
喜
式
、
御
前
よ
り
出
し
、
五
山
衆
に
、
公
家
法
度
た
る
べ
き
の
と
こ
ろ
、
書
き
抜
か
し
む
べ

き
の
旨
仰
せ
出
さ
る
。
金
地
院
崇
伝
、
道
春
（
林
羅
山
）
こ
れ
を
承
る
。

と
あ
り
、
こ
の
抜
書
は
同
月
十
三
日
に
家
康
の
御
前
に
届
け
ら
れ
、
金
地
院
崇
伝
と
林
羅
山
が
こ
れ
を
家
康
に
購
読
し
て
い
る
（
駿
府

記
）。
翌
慶
長
二
十
年
に
発
布
さ
れ
た

武
家
諸
法
度

や

禁
中

公
家
諸
法
度

が
、
こ
う
し
た
家
康
の
出
版
・
書
写
事
業
の
影
響
を

受
け
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
）

（
る
。

　

家
康
は
、
中
国
の
古
典
籍
、
と
く
に
兵
法
書
や
政
書
に
つ
い
て
は
、
最
新
の
技
術
を
も
っ
て
版
行
し
て
武
家
の
教
養
を
高
め
、
武
家
政
権
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の
正
統
な
歴
史
書
と
し
て
の

吾
妻
鏡

を
出
版
し
て
そ
の
普
及
を
図
っ
た
。
一
方
で
、
日
本
の
古
典
籍
に
つ
い
て
は
、
主
に
日
本
古
代
の

歴
史
書
と
法
制
書
、
儀
式
書
を
蒐
集
、
書
写
し
て
、
自
ら
の
幕
府
の
法
整
備
に
応
用
し
た
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

慶
長
六
年
以
前
の
家
康
の
古
典
籍
蒐
集
に
つ
い
て
、
家
康
と
親
交
の
あ
っ
た
同
時
代
京
都
の
公
家
の
日
記
か
ら
、
関
連
す
る
と
こ
ろ
を
表

に
ま
と
め
て
み
た
。
日
記
の
記
主
に
つ
い
て
、
簡
略
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

兼
見
卿
記

の
記
主
吉
田
兼
見
（
一
五
三
五

－
一
六
一
〇
）
は
、
吉
田
家
│
│
吉
田
神
道
の
宗
家
、
神
祇
管
領
長
上
│
│
の
当
主
で
、

吉
田
兼
右
の
子
、
清
原
宣
賢
の
孫
に
あ
た
る
。
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
に
は
家
督
を
息
子
に
譲
っ
て
い
る
が
、
同
四
年
・
五
年
に
は
後
陽

成
天
皇
に

日
本
書
紀

な
ど
を
講
じ
る
な
ど
、
神
道
と
日
本
の
古
典
籍
に
造
詣
が
深
か
っ
た
。
慶
長
二
年
に
は
従
二
位
に
昇
っ
て
い
る
。

　

兼
見
の
弟
が
神
龍
院
梵
舜
（
一
五
五
三

－
一
六
三
二
）
で
あ
る
。
そ
の
日
記
は

舜
旧
記

と
い
う
。
兄
兼
見
と
と
も
に
、
秀
吉
を
祀
る

豊
国
神
社
を
創
建
し
、
そ
の
神
宮
寺
別
当
と
な
っ
て
、
経
営
に
尽
力
し
た
。
日
本
の
古
典
籍
の
書
写
・
校
合
で
も
知
ら
れ
る
。
ま
た
家
康
に

神
道
を
教
授
し
た
。

　

言
経
卿
記

の
記
主
山
科
言
経
（
一
五
四
三

－

一
六
一
一
）
は
、
山
科
家
│
│
藤
原
北
家
四
条
流
、
内
蔵
頭
を
世
襲
し
、
装
束
の
調
進

を
家
職
と
す
る
、
家
格
は
権
中
納
言
を
極
官
と
す
る
羽
林
家
│
│
の
当
主
で
あ
っ
た
が
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
六
月
、
権
中
納
言
の

と
き
に
、
冷
泉
為
満
（
冷
泉
為
益
の
子
、
上
冷
泉
家
当
主
、
一
五
五
九

－

一
六
一
九
）、
四
条
隆
昌
（
冷
泉
為
益
の
子
、
四
条
家
当
主
、
一

五
五
六

－
一
六
一
三
）
と
と
も
に
、
正
親
町
天
皇
の
勅
勘
を
蒙
っ
た
。
妻
（
冷
泉
為
益
の
娘
、
四
条
隆
昌
・
冷
泉
為
満
と
は
兄
妹
）
の
姉
が

興
正
寺
顕
尊
（
佐
超
、
本
願
寺
顕
如
の
子
）
の
妻
で
あ
っ
た
関
係
で
、
本
願
寺
に
身
を
寄
せ
た
。
天
正
十
九
年
に
大
村
由
己
（
梅
庵
）
の
斡

旋
で
家
康
に
面
談
し
て
、
そ
の
豊
か
な
学
識
を
も
っ
て
信
頼
を
得
て
、
扶
持
を
与
え
ら
れ
、
有
職
や
衣
紋
・
装
束
の
こ
と
な
ど
に
奉
仕
し

た
。
医
学
・
薬
学
に
造
詣
が
深
く
、
そ
の
点
で
も
家
康
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
家
康
の
も
と
に
は
、
冷
泉
為
満
と
と
も
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に
行
く
こ
と
が
多
）

（
く
、
ま
た
他
の
公
家
た
ち
と
家
康
と
の
仲
介
も
行
っ
て
い
る
。
言
経
は
、
家
康
の
と
り
な
し
に
よ
っ
て
、
慶
長
三
年
に
勅

勘
を
解
か
れ
、
朝
廷
に
復
帰
し
た
。
関
ケ
原
の
戦
の
後
に
は
、
家
康
か
ら
内
裏
北
に
家
を
賜
っ
て
も
い
る
。
言
経
の
嫡
男
が
山
科
言
緒
（
一

五
七
七

－

一
六
二
〇
）
で
、
そ
の
日
記
が

言
緒
卿
記

で
あ
る
。

　

さ
て
、
表
に
よ
る
と
、
吉
田
兼
見
は
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
十
一
月
六
日
、
勧
修
寺
晴
豊
の
も
と
で
徳
川
家
康
と
面
談
し
て
お
り
、

そ
の
際
、
家
康
か
ら

神
道
之
儀
端
々

を
尋
ね
ら
れ
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
頃
か
ら
、
家
康
は
本
格
的
に
京
都
の
公
家
衆
の
有
職

知
識
な
ど
を
吸
収
し
よ
う
と
し
始
め
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
年
、
家
康
は
豊
臣
秀
吉
と
和
睦
し
、
そ
の
妹
朝
日
姫
と
婚

姻
、
従
三
位
参
議
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
十
月
に
上
洛
し
、
兼
見
と
面
談
し
た
前
日
、
十
一
月
五
日
に
正
三
位
中
納
言
に
任
じ
ら
れ
、
八
日

に
は
京
都
を
発
っ
て
い
）

（
る
。

　

吉
田
兼
見
に
は
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
に
も
、
囲
碁
を
し
つ
つ

神
道
端
々
色
々
不
審

に
つ
い
て
、
尋
ね
て
お
り
、
家
康
の
関
心

が

神
道

に
あ
り
、
自
ら
の
疑
問
点
に
つ
い
て
、
神
道
家
で
あ
る
兼
見
か
ら
直
接
回
答
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
兼

見
と
そ
の
弟
梵
舜
か
ら
は
、
日
本
書
紀

や

吉
田
家
系
図

中
原
家
系
図

を
得
て
お
り
、
ま
た
兼
見
は
家
康
か
ら

延
喜
式

を

是
非
可
被
写
之
由

を
承
っ
て
い
る
。

　

山
科
言
経
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
勅
勘
を
蒙
っ
て
蟄
居
中
の
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
二
月
三
十
日
、
大
村
由
己
の
斡
旋
で
家
康
に
は

じ
め
て
面
談
し
て
い
る
。
大
村
由
己
（
？

－

一
五
九
六
、
号
は
梅
安
）
は
そ
の
優
れ
た
文
才
に
よ
り
、
豊
臣
秀
吉
の
御
伽
衆
と
な
っ
た
人
物

で
、
当
代
一
流
の
文
化
人
と
の
交
際
で
知
ら
れ
て
い
た
。
言
経
は
、
こ
の
最
初
の
面
談
の
際
に
、
手
土
産
と
し
て
、
公
事
根
源
抄

と
三

條
西
実
隆
の
三
首
懐
紙
を
持
参
し
て
お
り
、
家
康
の
求
め
る
も
の
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
（
大
村
由
己
の
勧
め
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
）。
家
康
は
、
そ
の
五
日
後
に
は
、
さ
っ
そ
く
言
経
に

拾
芥
抄

上
中
下
巻
と
、
名
目
抄

の
書
写
を
求
め
、
料
紙
を
支
給
し
て
い

る
。

　

山
科
言
経
は
、
家
康
の
た
め
に

拾
芥
抄

三
冊
を
書
写
、
校
合
し
、
翌
文
禄
元
年
二
月
に
家
康
に
献
上
し
て
い
る
。
以
後
、
言
経
は
京

都
や
伏
見
に
滞
在
中
の
家
康
の
も
と
を
し
ば
し
ば
訪
れ
、
食
事
に
預
か
り
、
親
し
く
雑
談
し
て
い
る
。
ま
た

貞
任
追
討
之
絵
二
巻
（
前



表　

徳
川
家
康
の
古
典
籍
蒐
集
関
連
年
表
（
慶
長
六
年
ま
で
）

和
暦

西
暦

年
齢

記　
　
　

事

出
典（
注
）

備　

考

天
正

／
　

…
…
昨
日
六
日
、
徳
川
へ
申
礼
畢
。
勧
亜
相
（
勧
修
寺
晴
豊
）
ニ
於
テ
対

面
畢
。
杉
原
十
帖
・
緞
子
一
巻
遣
之
。
暫
雑
談
。
神
道
之
儀
端
々
相
尋
之
畢
。
今
朝

徳
川
帰
国
云
々
。

兼
見

／
　

家
康
、
権
中
納
言

／
　

正
親
町
天
皇
譲
位
、
後
陽

成
天
皇
即
位

天
正

／
　

…
…
次
入
夜
梅
庵
（
大
村
由
己
）
へ
罷
向
了
。
家
康
卿
之
事
直
談
之
由
被

申
。
祝
着
了
。

言
経

天
正

年　

家
康
、
権
大
納
言

天
正

年　

家
康
、
江
戸
に
移
る

／
　

武
蔵
亜
相
家
康
卿
、（
大
村
）
由
己
同
道
対
顔
了
。
公
事
根
源
抄
・
逍
遥
院

（
三
條
西
実
隆
）
三
首
懐
紙
等
遣
了
。

有
之
。
大
勢
相
伴
了
。

言
経

／
　

江
戸
大
納
言
殿
（
家
康
）
へ
罷
向
了
。
種
々
雑
談
了
。
拾
芥
抄
上
中
下
・

名
目
抄
等
御
所
望
之
間
、
可
書
進
之
由
申
入
之
処
ニ
、
料
紙
一
束
給
了
。
夕

有

之
。
又
御
子
息
侍
従
殿
（
秀
忠
）
御
礼
申
入
了
。

言
経

／
　

家
康
、
山
科
言
経
に
扶
持

を
約
束
す
る

／
　

備
前
守
（
多
忠
季
）
所
へ
罷
向
了
。
留
守
之
間
、
女
房
ニ
料
紙
打
之
事
申

置
了
。
江
戸
大
納
言
殿
（
家
康
）
拾
芥
抄
料
紙
也
。
三
百
十
五
丁
也
。
水
打
也
。

言
経

／
　

家
康
、
江
戸
に
下
る

／
　

江
戸
大
納
言
殿
（
家
康
）
御
誂
拾
芥
抄
三
冊
出
来
了
。
乍
去
朱
墨
点
ま
て

可
馳
筆
也
。

言
経

／
　

江
戸
亜
相
（
家
康
）
ヨ
リ
誂
之
拾
芥
抄
全
部
三
冊
、
校
合
ま
て
出
来
了
。

言
経

文
禄

／
　

江
戸
大
納
言
へ
罷
向
了
。
拾
芥
抄
上
中
下
書
之
進
了
。
対
顔
了
。
雑
談

了
。
梅
庵
同
道
了
。

言
経

／
　

江
戸
大
納
言
殿
へ
罷
向
、
酒
有
之
。
次
貞
任
追
討
之
絵
（
前
九
年
合
戦

絵
巻
）
二
巻
読
之
。
碁
有
之
。
種
々
雑
談
了
。
夕

已
後
幸
若
三
人
罷
向
、
舞
・

新
曲
夜
討
曾
我
等
有
之
。
戌
刻
ニ
帰
了
。

言
経

文
禄

藤
原
惺
窩
、
江
戸
に
お
い
て
家
康
に

謁
し
、
貞
観
政
要

を
講
ず
（
林

羅
山

惺
窩
先
生
行
状
）。
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／
　

家
康
、
幽
斎
へ
御
出
、
…
…
山
科
黄
門
（
言
経
）
同
道
、
其
外
地
下
人
・

囲
碁
う
ち
被
召
具
了
。
…
…
碁
之
中
神
道
端
々
色
々
不
審
、
多
分
令
返
答
訖
。
…
…

兼
見

／
　

江
戸
亜
相
（
家
康
）
へ
礼
ニ
罷
向
了
。
種
々
雑
談
了
。
竹
内
系
図
書
之
進

了
。
織
田
一
流
系
図
令
見
之
。

言
経

／
　

家
康
来
已
前
、
幽
斎
・
柳
原
（
淳
光
）
来
、
至
門
外
罷
出
了
。
…
…
碁
う

ち
各
来
。
古
田
織
部
、
百
疋
持
来
。
…
…
日
本
紀
・
当
家
系
図
見
之
。
感
之
。
終
日

機
嫌
也
。
及
暮
帰
京
了
。

兼
見

（
言
経
）

／
　

江
戸
亜
相
へ
罷
向
。
碁
見
物
了
。
吾
妻
鏡
少
々
読
之
。

言
経

／
　

江
戸
亜
相
昨
夕
伏
見
ヨ
リ
上
洛
也
云
々
、
則
罷
向
。
目
薬
一
貝
遣
了
。
先

代
北
条
系
図
書
之
遣
了
。

言
経

／
　

江
戸
亜
相
へ
八
時
分
ニ
罷
向
了
。
冷
（
冷
泉
為
満
）・
梅
庵
（
大
村
由

己
）
同
道
了
。
…
…
次
奥
ノ
座
敷
亜
相
・
予
・
冷
泉
・
梅
庵
等
ニ
テ
冷
家
伝
三
代
集

〈
定
家
卿
筆
〉
披
見
了
。
奇
特
被
感
了
。
三
代
集
ニ
付
而
、
後
土
御
門
院
・
後
柏
原

院
・
後
奈
良
院
等　

勅
書
共
則
同
披
見
了
。
又
為
家
卿
ヨ
リ
三
通
書
状
、
譲
状
也
。

同
披
見
了
。
又
僧
正
遍
照
家
集
〈
定
家
卿
筆
〉、
亜
相
へ
被
進
了
。
事
外
祝
着
也
。

冷
可
相
抱
之
由
直
談
也
。

一　

梅
庵
ヨ
リ
文
献
通
考
可
見
之
由
有
之
間
、
則
令
見
之
。
三
冊
渡
之
。
以
上
百
四

十
册
有
之
。

言
経

文
禄

／
　

伏
見
旅
宿
へ
妙
寿
院
（
藤
原
惺
窩
）
被
来
了
。
…
…
妙
寿
院
へ
書
状
対
談

シ
テ
遣
了
。（
大
村
）
由
己
ヨ
リ
文
献
通
考
ニ
付
而
之
儀
也
。
亜
相
へ
可
有
感
得
否

之
事
也
。

言
経

／
　

梅
庵
（
大
村
由
己
）
ヨ
リ
書
状
有
之
。
江
戸
亜
相
書
籍
（
文
献
通
考
）

被
見
、
則
被
止
置
之
間
、
銀
子
事
妙
寿
院
マ
テ
、
予
書
状
可
遣
之
由
有
之
間
遣
了
。

予
取
次
分
也
。

言
経

／
　

旅
宿
へ
梅
庵
法
印
被
来
了
。
草
子
共
亜
相
へ
可
懸
御
目
之
由
有
之
。
目
六

有
之
。
治
平
要
覧
百
五
十
册
、
此
内
三
冊
不
足
。
又
タ
ウ
伝
・
性
理
群
書
・
李
白

言
経
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詩
・
資
治
通
鑑
等
也
。
…
…

／
　

梅
庵
ヨ
リ
書
物
之
事
付
而
、
江
戸
亜
相
内
加
々
爪
勝
六
等
二
人
へ
書
状
、

予
・
妙
寿
院
等
シ
テ
可
遣
由
有
之
間
、
則
判
ヲ
書
之
遣
了
。

言
経

文
禄

／
　

江
戸
亜
相
ヨ
リ
家
之
系
図
御
所
望
之
間
同
心
了
。
一
巻
ア
リ
ト
云
ト
モ
、

朱
之
引
様
悪
之
間
、（
大
草
）
月
斎
ニ
相
教
了
。
可
穿
鑿
之
由
有
之
。

言
経

／
　

豊
臣
秀
次
、
死
去

／
　

月
斎
ヨ
リ
明
日
吉
田
（
兼
見
）
預
へ
江
戸
亜
相
御
出
之
間
、
可
罷
向
之
由

有
之
間
、
飛
脚
有
之
。
又
亜
相
家
系
図
可
持
来
之
由
有
之
。
内
々
御
誂
也
云
々
。

言
経

／
　

江
戸
亜
相
へ
家
系
図
見
セ
申
了
。
御
コ
ノ
ミ
有
之
。
吉
田
諸
系
図
ニ
テ
校

合
了
重
而
可
清
書
之
由
有
之
。

吉
田
ニ
源
氏
系
図
一
巻
借
用
了
。

細
川
幽
斎
ニ
年
中
行
事
歌
合
借
用
了
。

言
経

／
　
（
吉
田
兼
見
、
家
康
・
幽
斎
・
浅
野
長
吉
・
柳
原
淳
光
・
山
科
言
経
ら
と

終
日
囲
碁
）
山
科
（
言
経
）
源
家
系
図
一
冊
借
用
之
。
令
許
借
了
。

兼
見

／
　

伏
見
へ
冷
泉
（
為
満
）
同
道
罷
向
、
…
…
江
戸
亜
相
へ
罷
向
。
水
無
瀬
黄

門
（
兼
成
）
伊
勢
物
語
講
尺
之
内
也
。
則
聴
聞
了
。
…
…

言
経

／
　
（
細
川
）
幽
斎
ヨ
リ
書
状
有
之
。
冷
（
冷
泉
為
満
）
へ
風
土
記
借
用
。
豊

後
国
分
一
冊
借
被
遣
了
。

言
経

慶
長

／
　

…
…
次
内
府
（
家
康
）
へ
罷
向
対
顔
了
。
中
庸
抄
二
冊
懸
御
目
了
。
祝
着

也
。
…
…

言
経

／
　

家
康
、
内
大
臣

／
　

江
戸
内
府
へ
罷
向
、
一
昨
夜
陣
宣
下
雑
談
有
之
。
宣
旨
・
位
記
等
披
見

了
。
…
…

言
経

／
　

…
…
江
戸
内
府
へ
罷
向
了
。
対
顔
了
。
吾
妻
鏡
読
了
。
…
…

言
経

／
　

…
…
内
府
（
家
康
）
江
中
原
家
之
系
図
書
写
持
参
了
。
…
…

梵
舜

慶
長

／
　

内
府
家
康
御
出
。
…
…
延
喜
式
等
御
覧
之
。
是
非
可
被
写
之
由
、
承
了
。

兼
見

／
　

栄
任
へ
罷
向
了
。
伏
見
へ
行
也
云
々
。
豊
後
国
風
土
記
取
ニ
帰
了
。
内
府

言
経
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ヨ
リ
冷
（
冷
泉
為
満
）
へ
御
帰
（
返
）
了
。

／
　

…
…
次
内
府
へ
罷
向
。
冷
（
冷
泉
為
満
）
ヨ
リ
常
陸
国
風
土
記
被
借
進

了
。
則
読
之
。
…
…

言
経

／
　

江
戸
内
府
へ
罷
向
了
。
…
…
蘭
奢
待
二
色
進
之
。
一
色
ハ　

後
奈
良
院
ヨ

リ　

正
親
町
院
ヨ
リ
拝
領
之
分
所
望
之
間
、
進
之
。
悦
喜
之
由
有
之
。
…
…

言
経

慶
長

／
　

伏
見
内
府
家
康
見
舞
罷
。
糒
十
袋
、
進
物
申
也
。
…
…
又
家
康
系
図
下
書

来
也
。
…
…

梵
舜

／
　

江
戸
内
府
へ
冷（
冷
泉
為
満
）
被
行
了
。
対
顔
也
云
々
。
草
子
事
相
済
了
。

言
経

／
　

江
戸
内
府
へ
冷
被
行
了
。
対
顔
也
云
々
。
内
府
ヨ
リ
公
武
大
躰
略
記
作
者

又
一
覧
ス
ヘ
キ
由
承
了
。
…
…

言
経

／
　

豊
臣
秀
吉
、
死
去

／
　

江
戸
内
府
へ
冷
同
道
へ
罷
向
了
。
…
…
対
顔
暫
令
雑
談
了
。
公
武
大
躰
略

記
進
了
。
先
日
御
尋
之
間
、
持
参
申
入
了
。

言
経

／
　

伏
見
へ
罷
向
了
。（
冷
泉
・
四
条
と
同
道
、
二
人
は
先
に
帰
宅
、
大
勢
相

伴
の
夕

の
後
多
く
は
帰
宅
）
次
種
々
雑
談
了
。
東
鏡
読
之
。
次
舞
満
仲
、
一
番
有

之
、
幸
若
也
。
…
…

言
経

／
　

家
康
の
と
り
な
し
に
よ
り
、

言
経
の
勅
勘
赦
さ
る

慶
長

／
　

伏
見
城
江
戸
内
府
ヨ
リ
冷
（
冷
泉
為
満
）
ニ
可
被
来
由
有
之
間
、
俄
ニ
被

罷
向
了
。
草
子
事
談
合
也
云
々
。
…
…

言
経

月　

孔
子
家
語

三
略

六

韜

開
版
（
伏
見
版
）

慶
長

／
　

内
府
へ
倉
部
（
山
科
言
緒
）
同
道
罷
向
了
。
夕

有
之
。
内
府
・
予
（
山

科
言
経
）・
冷
（
冷
泉
爲
満
）・
倉
部
・
一
斎
（
水
無
瀬
）・
兌
長
老
（
西
笑
承
兌
）・

三
要
（
閑
室
元
佶
）
等
也
。
色
々
草
子
・
文
字
・
絵
等
有
之
。
今
夜
散
々
衆
召
具

也
。
次　

禁
中
北
ニ
テ
予
・
冷
ニ
家
可
給
由
御
約
束
也
。
満
足
満
足
。

言
経

月　

貞
観
政
要

開
版
（
伏
見

版
）／

　

関
ケ
原
の
戦

山
科
・
冷
泉
、
家
を
内
裏
北
に
賜
る

慶
長

／
　

内
府
へ
罷
向
。
…
…
予
（
山
科
言
緒
）
ハ
夜
癸
﹇
亥
﹈
刻
マ
テ
御
雑
談
。

定
家
卿
ノ
手
跡
共
披
見
仕
候
。
其
刻
、
冷
泉
殿 （
為
満
）
詠
哥
大
概
之
序
講
談
有
之
。

言
緒

／
　

伏
見
内
府
御
見
廻
（
舞
）
越
、
武
家
御
伝
一
冊
令
持
参
了
。

梵
舜

（
注
）
出
典
は
以
下
の
略
称
を
用
い
る
：

兼
見
卿
記
＝
兼
見
、
言
経
卿
記
＝
言
経
、
舜
旧
記
＝
梵
舜
、
言
緒
卿
記
＝
言
緒
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九
年
合
戦
絵
巻
）
や

吾
妻
鏡

を
講
じ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
竹
内
系
図

先
代
北
条
系
図

を
書
い
て
進
上
し
て
い
る

が
、
家
康
の
家
系
図
に
つ
い
て
も
、
朱
之
引
様

が
よ
ろ
し
く
な
い
と
い
う
の
で
、
吉
田
兼
見
か
ら
吉
田
諸
系
図
や
源
氏
系
図
を
借
り

て
、
校
合
し
、
清
書
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い
る
。
家
康
の
信
頼
の
厚
さ
が
う
か
が
え
る
。

　

義
弟
に
あ
た
る
冷
泉
為
満
を
家
康
に
紹
介
し
、
彼
も
家
康
の
お
抱
え
に
な
る
の
だ
が
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
の
最
初
の
面
談
の
際
に

は
、
藤
原
定
家
筆
の

冷
泉
伝
三
代
集

や
冷
泉
為
家
の
書
状
な
ど
を
家
康
に
披
見
し
て
、
感
動
さ
せ
て
い
る
し
、
定
家
筆
の

僧
正
遍
照

家
集

を
家
康
に
献
上
し
、
事
外
祝
着

と
喜
ば
れ
て
い
る
。
家
康
は
、
吾
妻
鏡

だ
け
で
な
く
、
水
無
瀬
兼
成
に
よ
る

伊
勢
物
語

の
講
釈
な
ど
も
受
け
て
お
り
、
公
家
の
文
化
や
和
歌
、
古
筆
に
も
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
言
経
は
、
細
川
幽
斎
（
藤
孝
、
一
五
三
四

－
一
六
一
〇
）
を
経
由
し
た
依
頼
を
受
け
、
文
禄
四
年
十
二
月
に
冷
泉
為
満
所
蔵
の

豊
後
国
風
土
記

を
家
康
の
た
め
に
借
り
出
し
て
い
る
。
こ
の

豊
後
国
風
土
記

は
、
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
六
月
に
な
っ
て
、
家

康
か
ら
冷
泉
為
満
に
直
接
返
却
さ
れ
て
い
る
（
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
所
蔵
）。
そ
の
後
す
ぐ
に
同
じ
く
冷
泉
為
満
所
蔵
の

常
陸
国
風
土

記

を
借
り
出
し
て
い
る
。
細
川
幽
斎
が

出
雲
国
風
土
記

を
家
康
所
蔵
本
か
ら
書
写
し
た
の
も
、
慶
長
二
年
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
家
康
は
慶
長
二
年
前
後
に
三
種
の
古
代
の

風
土
記

を
書
写
・
所
持
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
慶
長
六
年
以
前
の
徳
川
家
康
の
古
典
籍
蒐
集
に
つ
い
て
、
公
家
の
日
記
か
ら
明

ら
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
指
摘
し
た
。
神
道
家
の
吉
田
兼
見
・
梵
舜
か
ら
は
神
道
に
つ
い
て
、
ま
た

日
本
書
紀

や
諸
系
図
に
つ
い
て
の

知
識
を
得
、
有
職
・
儀
式
・
文
学
に
詳
し
く
、
古
典
籍
を
所
蔵
す
る
山
科
言
経
・
冷
泉
為
満
ら
か
ら
は
、
有
職
故
実
に
関
す
る

拾
芥
抄

な
ど
の
古
典
籍
、
諸
系
図
、
定
家
筆
の
家
集
、
そ
し
て

風
土
記

を
借
り
た
り
、
献
上
さ
れ
た
り
、
書
写
し
て
入
手
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
う
し
た
家
康
の
古
典
籍
蒐
集
が
、
強
制
的
な
接
収
と
は
異
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
公
家
ら
は
、

家
康
の
扶
持
を
得
る
た
め
に
あ
る
い
は
秘
蔵
の
古
典
籍
を
献
上
し
、
あ
る
い
は
書
写
し
て
進
上
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
依
頼
を
受
け
て
の

こ
と
で
、
拾
芥
抄

書
写
の
例
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
料
紙
ま
で
支
給
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
冷
泉
家
の

豊
後
国
風
土
記

に
つ
い
て
は

き
ち
ん
と
返
却
し
て
お
り
、
借
り
て
い
る
間
に
書
写
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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豊
臣
秀
次
が
奥
州
討
伐
の
帰
路
に
接
収
し
て
京
都
に
持
ち
帰
っ
た
足
利
学
校
の
聖
像
図
や

五
経
注
疏

な
ど
の
貴
重
な
古
典
籍
を
、
秀

次
の
失
脚
後
に
、
家
康
が
足
利
学
校
に
返
却
し
た
と
い
う
逸
話
（
徳
川
実
紀

巻
二
二
東
照
宮
御
実
紀
附
録
）
は
、
家
康
の
古
典
籍
保
護

の
側
面
を
物
語
る
が
、
公
家
の
日
記
か
ら
う
か
が
え
る
家
康
の
古
典
籍
蒐
集
も
ま
た
、
所
蔵
者
を
尊
重
し
つ
つ
、
彼
ら
の
信
頼
も
得
て
、
所

蔵
の
諸
本
を
借
り
、
書
写
す
る
と
い
う
態
度
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

徳
川
家
康
が
蒐
集
・
書
写
し
た
古
典
籍
は
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
の
家
康
の
死
後
、
一
部
は
江
戸
の
将
軍
家
に
送
ら
れ
、
残
り
は
尾

張
・
紀
伊
・
水
戸
の
い
わ
ゆ
る
御
三
家
に
分
譲
さ
れ
た
。
江
戸
の
将
軍
家
に
送
ら
れ
た
の
は
、
羅
山
外
集

に
よ
れ
ば
、
世
に
ま
れ
な
る

物

で
あ
り
、
寛
政
重
修
諸
家
譜

林
信
勝
（
羅
山
）
の
記
述
に
よ
れ
ば

本
朝
の
旧
記
、
及
び
希
世
の
書

で
あ
っ
た
。
こ
の
五
十
一

部
一
一
〇
〇
余
冊
、
一
一
九
軸
は

駿
河
御
文
庫
本

と
呼
ば
れ
、
家
康
存
命
中
の
慶
長
十
八
年
に
将
軍
秀
忠
に
譲
ら
れ
た
三
十
部
四
九
一

冊
の
朝
鮮
本
（
う
ち
二
部
は
明
版
）
の
方
を

駿
河
御
譲
本

と
称
し
て
区
別
し
て
い
る
。
駿
河
御
文
庫
本

は
、
慶
長
写
本

と
金
沢

文
庫
本
な
ど
を
中
心
と
し
て
い
る
。
御
三
家
の
方
の

駿
河
御
譲
本

は
、
尾
張
（
九
男
・
義
直
）・
紀
伊
（
十
男
・
頼
宣
）・
水
戸
（
十
一

男
・
頼
房
）
に
五
・
五
・
三
の
比
率
で
譲
ら
れ
た
と
さ
れ
る
（
羅
山
外
集
）
が
、
現
在
、
紀
伊
徳
川
家
に
譲
ら
れ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
が

散
逸
し
、
水
戸
徳
川
家
に
譲
ら
れ
た
も
の
は
他
の
蔵
書
に
紛
れ
て
い
た
り
空
襲
で
焼
失
し
た
り
し
て
、
全
容
は
不
明
で
あ
る
。
尾
張
徳
川
家

に
譲
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
約
三
分
の
一
が
幕
末
・
明
治
初
年
に
払
い
出
さ
れ
て
失
わ
れ
た
が
、
今
も
な
お
そ
の
三
分
の
二
を
残
し
、

蓬
左
文
庫
で
大
切
に
保
管
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

蓬
左
文
庫
の
駿
河
御
譲
本
は
、
目
録
が
残
っ
て
い
る
こ
と
で
も
貴
重
で
あ
る
。
川
瀬
一
馬
氏
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
そ
の
目
録
に
は
、

　
　

右
、

　
　

部
数
合
三
百
六
十
三
部
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冊
数
合
弐
千
八
百
廿
六
冊

　
　
　

已
上
駿
府
御
分
物
之
御
書
籍
也

　
　

元
和
三
〈
丁
巳
〉
年
正
月
七
日
請
取
之
了

と
あ
）

（
る
。
こ
の
う
ち
に
、
確
実
に

金
沢
文
庫
本

と
い
え
る
の
は
（
金
沢
文
庫

の
蔵
書
印
の
押
さ
れ
て
い
る
も
の
）、
続
日
本
紀

侍
中
群
要

斉
民
要
術

と

太
平
聖
恵
方

の
四
点
で
あ
）

（
る
。
こ
の
う
ち
、
侍
中
群
要

は
先
述
し
た
よ
う
に
、
慶
長
十
九
年
七
月

二
十
九
日
に
日
野
輝
資
か
ら
献
上
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
斉
民
要
術

は
、
慶
長
十
七
年
四
月
二
十
六
日
に
相
国
寺
艮
西
堂
＝
承
艮
か
ら

春
秋
左
氏
伝

と
と
も
に
献
上
さ
れ
た
も
の
で
（
駿
府
記
）、
お
そ
ら
く
西
笑
承
兌
（
一
五
四
八

－

一
六
〇
七
、
家
康
の
外
交
・
法
律
関

係
の
顧
問
的
存
在
）
の
旧
蔵
書
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

続
日
本
紀

は
、
慶
長
十
七
年
三
月
十
日
に
伊
豆
山
般
若
院
快
運
が
献
上
し
た
も
の

で
あ
る
。
太
平
聖
恵
方

の
家
康
へ
の
伝
来
過
程
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
蓬
左
文
庫
所
蔵
の

駿
河
御
譲
本

の
う
ち
の

金

沢
文
庫
本

四
点
の
う
ち
三
点
に
つ
い
て
は
、
徳
川
家
康
が
直
接
金
沢
文
庫
か
ら
蒐
集
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　

本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
、
富
士
見
亭
文
庫

成
立
以
前
＝
慶
長
六
年
以
前
の
家
康
の
古
典
籍
蒐
集
の
具
体
的
な
姿
か
ら
も
、
家
康
が
金

沢
文
庫
を
江
戸
城
内
に
移
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
所
蔵
す
る

金
沢
文
庫
本

は
、
慶
長
年
間
後
半
に
他
の
人
び
と
か
ら
献
上
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
と
考
え
た
方
が
よ
い
。
ま
た
慶
長
七
年
以
後
、
慶
長
十
九
年
よ
り
前
の
家
康
の
古
典
籍
蒐
集
に
つ
い
て
も
、
公
家
の
日
記
の
検
討

か
ら
、
よ
り
具
体
的
な
様
相
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（

）  

駿
河
御
譲
本
に
つ
い
て
は
、
川
瀬
一
馬

駿
河
御
譲
本
の
研
究
（
日
本
書
誌
学
之
研
究

講
談
社
、
一
九
七
一
年
、
初
出
一
九
三
四
年
）
に
詳
細
な
検
討

が
あ
り
、
概
要
は
ほ
ぼ
つ
く
さ
れ
て
い
る
。

（

）  

丸
山
裕
美
子
・
武
倩

本
草
和
名
│
影
印
・
翻
刻
と
研
究
│
（
汲
古
書
院
、
二
〇
二
一
年
）
四
〇
〇
〜
四
〇
四
頁
。
台
北
・
国
立
故
宮
博
物
院
に
は

慶

長
五
年
博
愛
堂
鈔
本

の
名
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
故
観
一
三
一
二
九
）。
吉
田
宗
達
（
一
五
八
四

－

一
六
二
二
、
通
称
は
父
と
同
じ
く
意
安
、
号
は
如
見
）
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は
、
吉
田
宗
恂
（
通
称
意
安
、
角
倉
了
以
の
弟
）
の
子
で
、
父
の
宗
恂
と
と
も
に
医
師
と
し
て
家
康
に
仕
え
、
そ
の
本
草
研
究
の
顧
問
的
役
割
を
勤
め
た
（
京

都
府
医
師
会
編

京
都
の
医
学
史

思
文
閣
出
版
、
一
九
八
〇
年
、
な
ど
）。

（

）  
出
雲
国
風
土
記

写
本
に
つ
い
て
の
最
近
の
研
究
と
し
て
、
高
橋
周

近
世
前
期
に
お
け
る

出
雲
国
風
土
記

写
本
の
系
譜
│
細
川
家
本
と
出
雲
図
書

館
本
│
（
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー

古
代
文
化
研
究

二
八
、
二
〇
二
〇
年
）
を
あ
げ
て
お
く
。

（

）  

右
文
故
事

は

近
藤
正
斎
全
集

二
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
六
年
復
刻
）、
好
書
故
事

は

近
藤
正
斎
全
集

三
（
同
上
）
に
所
収
。
ま
た

大

日
本
史
料

十
二
編
之
二
十
四
に
は

右
文
故
事

の

御
本
日
記
附
注

や
関
連
す
る
史
料
が
多
く
収
載
さ
れ
て
お
り
、
至
便
で
あ
る
。
近
藤
正
斎
は
、
蝦

夷
地
及
び
樺
太
・
千
島
列
島
を
探
索
し
、
択
捉
島
に

大
日
本
恵
土
呂
府

の
木
標
を
立
て
た
こ
と
で
著
名
だ
が
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
か
ら
文
政
二
年

（
一
八
一
九
）
ま
で
幕
府
の
書
物
方
奉
行
を
勤
め
、
紅
葉
山
文
庫
の
蔵
書
を
渉
猟
し
、
右
文
故
事

好
書
故
事

正
斎
書
籍
考

な
ど
を
著
し
た
。
自
身
も

古
典
籍
を
蒐
集
し
、
金
沢
文
庫
の
再
興
を
企
図
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
近
藤
正
斎
は
ま
た
紅
葉
山
文
庫
の
蔵
書
目
録

重
訂
御
書
籍
目
録

を
編
纂
し
て
い
る

が
、
そ
の
附
録

御
書
籍
来
歴
志

は
蔵
書
の
伝
来
を
記
し
て
貴
重
で
あ
る
。
紅
葉
山
文
庫
の
蔵
書
目
録
は
、
最
後
の
目
録
で
あ
る

元
治
増
補
御
書
籍
目

録

が
小
川
武
彦
・
金
井
康
編

徳
川
幕
府
蔵
書
目

一
〜
七
（
ゆ
ま
に
書
房
、
書
誌
・
書
目
シ
リ
ー
ズ

の
う
ち
）
に
影
印
出
版
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
と
き

の

来
歴
志

が
所
収
さ
れ
て
い
る
。

（

）  

御
本
日
記

は
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
十
一
月
八
日
付
で
林
羅
山
が
記
し
た
家
康
の
遺
贈
書
目
録
で
あ
る
。
近
藤
正
斎
に
よ
る

御
本
日
記
附
註

が

右
文
故
事

に
収
録
さ
れ
て
残
り
、
正
斎
に
よ
っ
て
、
家
康
が
亡
く
な
っ
た
際
の
蔵
書
の
由
来
が
考
証
さ
れ
て
い
る
。
な
お
林
羅
山
が
家
康
に
仕
え
た
の
は

慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
以
降
で
あ
る
。
金
地
院
崇
伝
の

本
光
国
師
日
記

は
、
慶
長
十
五
年
以
降
の
記
録
で
あ
り
、
駿
府
記

も
慶
長
十
六
年
以
降
の

記
録
で
あ
る
。
駿
府
記

と
ほ
ぼ
内
容
が
同
じ

駿
府
政
事
録

も
同
様
で
、
慶
長
年
録

も
現
存
す
る
の
は
慶
長
十
四
年
以
降
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
家
康

最
晩
年
の
古
典
籍
蒐
集
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
る
が
、
慶
長
前
半
ま
で
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（

）  

森
潤
三
郎

紅
葉
山
文
庫
と
書
物
奉
行
（
昭
和
書
房
、
一
九
三
四
年
）。

（

）  

福
井
保

内
閣
文
庫
書
誌
の
研
究
（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
〇
年
）。
同

紅
葉
山
文
庫
（
郷
学
舎
、
一
九
八
〇
年
）
も
参
照
。

（

）  

川
瀬
氏
註（

）書
。
同

日
本
に
お
け
る
書
籍
蒐
蔵
の
歴
史
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
九
年
）
も
参
照
。

（

）  

藤
實
久
美
子

紅
葉
山
文
庫
の
管
理
と
書
物
師
出
雲
寺
家
（
近
世
書
籍
文
化
論
│
史
料
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）、
長
沢
孝
三

幕
府
の
ふ
み
く
ら
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）、
臼
井
和
樹

図
書
寮
蔵
紅
葉
山
御
文
庫
本
目
録
（

）〜（

）（
書
陵
部
紀
要

六
八
〜
七
〇
、
七

二
、
二
〇
一
六
〜
一
八
年
、
二
〇
二
〇
年
）、
松
田
泰
代

徳
川
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
八
年
）。
宝
永
三
年
（
一
七
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〇
六
）
か
ら
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
ま
で
の
幕
府
の
書
物
奉
行
の
日
記
は
、
内
閣
文
庫
（
国
立
公
文
書
館
）
に
現
存
し
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
か
ら

大

日
本
近
世
史
料　

幕
府
書
物
方
日
記

と
し
て
刊
行
中
で
あ
る
（
未
完
）

（

）  
御
文
庫
始
末
記

は

大
日
本
近
世
史
料　

幕
府
書
物
方
日
記

三
の
巻
末
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
な
お
近
藤
正
斎

右
文
故
事

の

御
代
々
文
事

表
（
幕
府
の
代
々
の
将
軍
の
文
事
を
年
表
に
ま
と
め
た
も
の
）
は
、
文
禄
二
年
か
ら
始
ま
る
。
文
禄
二
年
十
二
月
に
、
藤
原
惺
窩
を
御
前
に
召
し
て

貞
観

政
要

を
講
さ
せ
た
こ
と
が
、
家
康
の

文
事

の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
右
文
故
事

九
に
は
、
是
（
文
禄
二
年
）
ヨ
リ
前
ニ
書
籍
ノ
記
録

ニ
見
エ
シ
モ
ノ

と
し
て
、
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
、
家
康
二
十
一
歳
）
二
月
に

源
家
相
伝
ノ
軍
書
四
十
八
冊

を
書
写
さ
せ
た
こ
と
の
み
を
あ
げ
て
お

り
、
ま
た
文
禄
二
年
以
後
の
こ
と
と
し
て
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
十
二
月
に

礼
記
正
義

を
清
原
秀
賢
に
貸
し
た
こ
と
が
そ
の
跋
文
に
見
え
る
こ
と
を

あ
げ
る
。
後
者
に
つ
い
て
、
近
藤
正
斎
は
、
是
御
蔵
書
ノ
事
見
エ
シ
始
ナ
リ

と
す
る
。

（

）  

兼
見
卿
記

舜
旧
記

は
史
料
纂
集
本
、
言
経
卿
記

言
緒
卿
記

は
大
日
本
古
記
録
本
を
使
用
し
た
。
な
お
明
経
博
士
舟
橋
秀
賢
（
一
五
七
五

－

一

六
一
四
）
の
日
記

慶
長
日
件
録

の
こ
の
時
期
の
記
録
が
残
っ
て
い
れ
ば
、
も
う
少
し
関
係
史
料
を
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。

（

）  

徳
川
実
紀

は
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
を
使
用
し
た
。
十
九
世
紀
前
半
の
編
纂
・
成
立
で
は
あ
る
が
、
幕
府
の
記
録
や
、
駿
府
記

や

本
光
国
師
日

記

な
ど
家
康
同
時
代
の
史
料
を
根
拠
と
し
て
お
り
、
一
定
の
信
憑
性
は
認
め
ら
れ
る
。

（

）  

言
経
卿
記

に
よ
る
と
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
山
科
言
経
は
文
禄
二
年
二
月
二
十
四
日
に
秀
次
蔵
書
の
管
理
を
命
じ
ら
れ
、
三
月
十
二
日
に
は

令
集
解

の
検
知
を
行
い
、
四
月
九
日
に
は
蔵
書
を
検
知
し
、
表
具
を
整
え
、
目
録
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

（

）  

紅
葉
山
文
庫
本

律

令
義
解

令
集
解

に
つ
い
て
は
、
石
上
英
一

令
集
解

金
沢
文
庫
本
の
再
検
討

令
義
解

金
沢
文
庫
本
の
成
立

（
日
本
古
代
史
料
学

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。
た
だ
し
石
上
氏
は
、
金
沢
文
庫
本
の
原
本
が
幕
府
に
献
上
さ
れ
た
可
能
性
（
そ
の
後
、

寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
に
後
水
尾
院
へ
の
献
上
の
際
に
複
本
が
作
ら
れ
、
原
本
は
後
水
尾
院
に
贈
ら
れ
た
と
み
る
）
も
残
し
て
い
る
。
他
に
水
本
浩
典

律
令
註
釈
書
の
系
統
的
研
究
（
塙
書
房
、
一
九
九
一
年
）
も
参
照
。

（

）  

関
靖

金
沢
文
庫
の
研
究
（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
五
一
年
）
三
九
一
〜
三
九
三
頁
な
ど
。

（

）  

小
野
則
秋

徳
川
家
康
の
文
献
政
策
と
そ
の
影
響
（
日
本
文
庫
史
研
究

下
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
八
年
、
初
出
一
九
七
三
年
）。

（

）  

藤
本
幸
夫

印
刷
文
化
の
比
較
史
（
荒
野
泰
典
・
石
井
正
敏
・
村
井
章
介
編

ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
史
Ⅳ　

文
化
と
技
術

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

九
三
年
）
な
ど
。

（

）  

川
瀬
一
馬

増
補　

古
活
字
版
之
研
究

上
（
日
本
古
書
籍
商
協
会
、
一
九
六
七
年
）
第
二
編
第
三
節

徳
川
家
康
の
開
版
事
業
。
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（

）  

慶
長
写
本
に
お
け
る
古
代
史
料
に
つ
い
て
は
、
高
田
義
人

朝
野
郡
載

写
本
系
統
に
つ
い
て
の
試
論
│
慶
長
写
本
・
東
山
御
文
庫
本
・
三
条
西
本
・
葉

室
本
を
中
心
と
し
て
│
（
書
陵
部
紀
要

五
四
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
を
参
照
。

（

）  
吉
田
洋
子

江
戸
時
代
に
お
け
る
朝
廷
の
存
在
形
態
と
役
割
│

禁
中

公
家
中
諸
法
度

│
（
日
本
史
研
究

四
九
五
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。

（

）  
冷
泉
為
満
と
家
康
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
髙
橋
利
郎

新
出
の
模
写
本

熊
野
懐
紙
〈
河
辺
落
葉
・
旅
宿
冬
月
〉
と
徳
川
家
康
に
お
け
る
藤
原
定
家
の

筆
跡
愛
好
に
つ
い
て
（
大
東
書
道
研
究

二
四
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（

）  

藤
井
譲
治

徳
川
家
康
の
叙
位
任
官
（
史
林

一
〇
一

－

四
、
二
〇
一
八
年
）
に
よ
る
。
な
お
同

徳
川
家
康
（
吉
川
弘
文
館
（
人
物
叢
書
）、
二
〇
二

〇
年
）
は
、
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
全
般
に
参
照
し
た
。

（

）  

川
瀬
氏
註（

）書
、
及
び
名
古
屋
市
鶴
舞
図
書
館

蓬
左
文
庫
駿
河
御
譲
本
目
録
（
名
古
屋
市
鶴
舞
図
書
館
、
一
九
六
二
年
）
も
参
照
。
な
お
蓬
左
文
庫

の
蔵
書
目
録
は
、
駿
河
御
譲
本

の
目
録
を
含
む

御
書
籍
目
録
（
寛
永
目
録
）
以
下
、
歴
代
の
目
録
が
蓬
左
文
庫
に
現
存
し
、
そ
の
影
印
が
名
古
屋
市
蓬

左
文
庫
監
修

尾
張
徳
川
家
蔵
書
目
録

全
十
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
書
誌
・
書
目
シ
リ
ー
ズ

）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（

）  

こ
の
他
、
室
町
末
期
書
写
の

春
秋
公
羊
疏

に

金
沢
文
庫

の
墨
書
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
金
沢
文
庫
本
の
北
宋
版
本
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
（
杉
浦

豊
治

蓬
左
文
庫
典
籍
叢
録　

駿
河
御
譲
本

金
城
学
院
大
学
、
一
九
七
九
年
）。

【
付
記
】
本
稿
は
、
二
〇
二
一
年
度
日
本
私
立
学
校
職
員
・
共
済
事
業
団
学
術
研
究
振
興
資
金
の
助
成
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
、
蓬
左
文
庫
典
籍
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

江
戸
幕
府
の
書
物
と
蓬
左
文
庫
（
名
古
屋
市
博
物
館
）
に
お
け
る
報
告

徳
川
家
康
の
典
籍
蒐
集
│
古
代
史
料
を
中
心
に
│

を
論
文
化
し
た
も
の

で
あ
る
。
今
年
度
で
退
職
さ
れ
る
大
塚
英
二
先
生
（
日
本
近
世
史
）
に
、
謹
ん
で
献
呈
い
た
し
ま
す
。


